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【手続補正書】
【提出日】平成22年9月22日(2010.9.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
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　式（Ｉ）：
【化１】

［式中、
　Ｒ1は、Ｃ1-6アルキル、ハロまたはハロＣ1-6アルキルであり；
　Ｒ2は、水素またはＣ1-6アルキルであり；
【化２】

は、単結合または二重結合であり（ここで、

【化３】

が二重結合である場合、ｐおよびｑは１であり；
【化４】

が単結合である場合、ｐおよびｑは２である）；
　各Ｒ3およびＲ4は、同一であっても異なっていてもよく、水素、Ｃ1-6アルキルまたは
ハロＣ1-6アルキルであるか；または

【化５】

が単結合である場合、１個のＲ3および１個のＲ4がそれらの相互接続原子と一緒になって
、同一であっても異なっていてもよい１個または２個のハロまたはメチル基によって置換
されていてもよいシクロプロパン環を形成し；
　Ｘは、ＣＨまたはＮであり；
　存在する場合の各Ｒ5は、同一であっても異なっていてもよく、Ｃ1-6アルキルまたはハ
ロであるか；または２個のＲ5基が連結して、１個または２個の原子を含有する橋を形成
してもよく；
　ｎは、０、１、２または３であり；
　存在する場合の各Ｒ6は、同一であっても異なっていてもよく、Ｃ1-6アルキルまたはハ
ロであり；
　ｍは、０、１、２または３である］
で示される化合物。
【請求項２】
　Ｒ1がＣ1-6アルキル、ハロまたはハロＣ1-6アルキルであり；
　Ｒ2が水素またはＣ1-6アルキルであり；
【化６】

が単結合または二重結合であり；
　各Ｒ3およびＲ4が、同一であっても異なっていてもよく、水素、Ｃ1-6アルキルまたは
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ハロＣ1-6アルキルであり；ここで、
　ｉ）
【化７】

が二重結合である場合、ｐおよびｑが１であり、
　ｉｉ）
【化８】

が単結合である場合、ｐおよびｑが２であり、１個のＲ3および１個のＲ4が、それらの相
互接続原子と一緒になって、同一であっても異なっていてもよい１個または２個のハロま
たはメチル基によって置換されていてもよいシクロプロパン環を形成し；
　ＸがＣＨまたはＮであり；
　存在する場合の各Ｒ5が、同一であっても異なっていてもよく、Ｃ1-6アルキルまたはハ
ロであるか；または２個のＲ5基が連結して、１個または２個の原子を含有する橋を形成
してもよく；
　ｎが０、１、２または３であり；
　存在する場合の各Ｒ6が、同一であっても異なっていてもよく、Ｃ1-6アルキルまたはハ
ロであり；
　ｍが０、１、２または３である、
請求項１記載の化合物。
【請求項３】
　Ｒ1がＣ1-6アルキルである、請求項１または２記載の化合物。
【請求項４】
　Ｒ2が水素またはＣ1-6アルキルである、請求項１～３いずれか１項記載の化合物。
【請求項５】
【化９】

が単結合であり、各Ｒ3および各Ｒ4が水素である、請求項１記載の化合物。
【請求項６】
　ｎが０、１または２である、請求項１～５いずれか１項記載の化合物。
【請求項７】
　存在する場合の各Ｒ5がＣ1-6アルキルである、請求項１～６いずれか１項記載の化合物
。
【請求項８】
　２個のＲ5基が結合して橋を形成する場合、該橋が２個の炭素原子を含有し、該橋が非
隣接炭素原子に結合している、請求項１～６いずれか１項記載の化合物。
【請求項９】
　ｍが０または１である、請求項１～８いずれか１項記載の化合物。
【請求項１０】
　存在する場合の各Ｒ6がキノリン環の７位に結合している、請求項１～９いずれか１項
記載の化合物。
【請求項１１】
　式（Ｉ）で示される化合物が以下のものからなる群から選択される、請求項１記載の化
合物：
　６－メチル－５－｛２－[４－(２－メチルキノリン－５－イル)ピペラジン－１－イル]
エチル｝－３,４－ジヒドロキノリン－２(１Ｈ)－オン（化合物１）；
　５－｛２－[(２Ｓ)－４－(７－フルオロ－２－メチルキノリン－５－イル)－２－メチ
ルピペラジン－１－イル]エチル｝－６－メチル－３,４－ジヒドロキノリン－２(１Ｈ)－
オン（化合物２）；
　１,６－ジメチル－５－｛２－[４－(２－メチルキノリン－５－イル)ピペラジン－１－
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イル]エチル｝－３,４－ジヒドロキノリン－２(１Ｈ)－オン（化合物７）；
　６－メチル－５－｛２－[４－(２－メチル－５－キノリニル)－１－ピペラジニル]エチ
ル｝－２(１Ｈ)－キノリノン（化合物１４）；
　５－｛２－[４－(７－フルオロ－２－メチル－５－キノリニル)－１－ピペラジニル]エ
チル｝－６－メチル－２(１Ｈ)－キノリノン（化合物１５）；
　６－メチル－５－｛２－[４－(２－メチル－５－キノリニル)－１－ピペリジニル]エチ
ル｝－２(１Ｈ)－キノリノン（化合物１６）；
　５－｛２－[４－(７－フルオロ－２－メチル－５－キノリニル)－１－ピペラジニル]エ
チル｝－１,６－ジメチル－２(１Ｈ)－キノリノン（化合物１９）；
　１,６－ジメチル－５－｛２－[(２Ｓ)－２－メチル－４－(２－メチル－５－キノリニ
ル)－１－ピペラジニル]エチル｝－２(１Ｈ)－キノリノン（化合物２１）；
　５－｛２－[(２Ｓ)－４－(７－フルオロ－２－メチル－５－キノリニル)－２－メチル
－１－ピペラジニル]エチル｝－１,６－ジメチル－２(１Ｈ)－キノリノン（化合物２３）
；および
　３,６－ジメチル－７－｛２－[(２Ｓ)－２－メチル－４－(２－メチル－５－キノリニ
ル)－１－ピペラジニル]エチル｝－１,１ａ,３,７ｂ－テトラヒドロ－２Ｈ－シクロプロ
パ[ｃ]キノリン－２－オン（化合物３３）。
【請求項１２】
　式（Ｉ）で示される化合物が６－メチル－５－｛２－[４－(２－メチルキノリン－５－
イル)ピペラジン－１－イル]エチル｝－３,４－ジヒドロキノリン－２(１Ｈ)－オン（化
合物１）である、請求項１記載の化合物。
【請求項１３】
　請求項１～１２いずれか１項記載の化合物の医薬上許容される塩。
【請求項１４】
　医薬として用いるための請求項１～１２いずれか１項記載の化合物または請求項１３記
載の塩。
【請求項１５】
　性機能障害の治療用または予防用の薬剤の製造における請求項１～１２いずれか１項記
載の化合物または請求項１３記載の塩の使用。
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